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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 1,731 30.9 45 － 46 － 29 －

22年３月期第１四半期 1,323 △48.3 △104 － △103 － △128 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 2,313 88 － －

22年３月期第１四半期 △10,214 86 － －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 2,961 1,474 49.8 116,993 66

22年３月期 3,083 1,478 47.9 117,345 26

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 1,474百万円 22年３月期 1,478百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － － 0 00 － － 2,500 00 2,500 00
23年３月期 － －

23年３月期(予想) 0 00 － － 2,500 00 2,500 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,370 16.5 50 － 50 － 20 － 1,587 30

通期 7,220 △4.7 235 60.8 235 56.0 120 483.6 9,523 81



 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の

原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

  

  

  

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 12,600株 22年３月期 12,600株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 12,600株 22年３月期１Ｑ 12,600株

(※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示)

(※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項)
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益に改善の兆しが見え始め、設備投資の下げ

止まりが見られるものの、依然として雇用環境は低迷しており、個人消費は厳しい状況で推移いたしまし

た。 

当社グループの属するＩＴ業界におきましては、ＩＴベンダー間の激しい競争によるＩＴ商品の低価格

化が進む中、顧客のＩＴ投資に回復の兆しが見え始めたことにより、国内市場は緩やかながら上向きに転

じてまいりました。また、人材派遣業界におきましては、雇用状況の悪化を反映し、派遣契約の継続契約

の取りやめ等により、企業環境は依然厳しい状況で推移してまいりました。 

このような状況のもと、当社グループは「情報化ライフサイクルサポーター」として、技術の優位性、

業務の卓越性、顧客対応力を強化し、顧客にとってのベストソリューションを提供することにより、より

付加価値の高いビジネスを展開し、新規顧客の獲得と既存顧客との取引拡大を軸に、受注高の確保とサー

ビスビジネスの拡大を目指した営業活動を行ってまいりました。 

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,731百万円(前年同期比

408百万円増、30.9％増)、営業利益45百万円(前年同期は104百万円の損失)、経常利益46百万円(前年同期

は103百万円の損失)、四半期純利益29百万円(前年同期は128百万円の損失)となりました。 

報告セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

① 情報システム関連事業 

情報システム関連事業は、競合先との激しい競争状態によるＩＴ商品の低価格化が進む中、ハード

ウェアビジネスから収益力のあるサービスビジネスへとより積極的に展開するとともに、顧客のＩＴ

投資が回復傾向にあること等により、売上高は1,348百万円、営業利益は38百万円となりました。 

② 人材派遣事業 

人材派遣事業は、派遣契約の継続契約の取りやめが依然として続いている中、営業部員を増員し、

派遣スタッフの増加を目指す営業活動を行うとともに、経費削減努力を行ってまいりました。その結

果、売上高は383百万円、営業利益は6百万円となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は2,961百万円となり、前連結会計年度末に比べ122百万円減少

しております。これは、主に現金及び預金が380百万円増加、受取手形及び売掛金が513百万円減少した

ことによるものであります。負債については1,487百万円となり、前連結会計年度末に比べ118百万円減

少しております。これは、買掛金が304百万円減少、前受金が126百万円増加したことによるものであり

ます。純資産については1,474百万円となり、前連結会計年度末に比べ4百万円減少しております。これ

は、主に四半期純利益29百万円計上しましたが、配当による減少31百万円があったため利益剰余金が２

百万円減少したことによるものであります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

   (資産、負債及び純資産の状況)
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当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年度

末に比べ380百万円増加し、1,035百万円となりました。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動により得られた資金は424百万円となりました。これは、主に仕入債務の支払いによる減

少が349百万円ありましたが、税金等調整前四半期純利益が46百万円及び売掛金の回収等による売上

債権の減少が639百万円あったことによるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動により使用した資金は18百万円となりました。これは、有形固定資産及び無形固定資産の

取得による支出が15百万円あったことによるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動により使用した資金は25百万円となりました。これは、配当金の支払による支出が25百万

円あったことによるものであります。 

  

ＩＴ投資に回復の兆しが見え始めたものの、企業環境は依然先行き不透明感が強い状況で推移してお

り、当社グループへの影響が見通し難い状況であることから、現段階では平成22年５月14日発表の連結業

績予想は変更しておりません。 

  

   (キャッシュ・フローの状況)

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

② 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

資産除去債務に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表等

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,035,580 654,634

受取手形及び売掛金 1,043,818 1,557,028

商品 28,383 43,250

仕掛品 17,398 29,572

貯蔵品 292 320

その他 308,290 287,354

貸倒引当金 △262 △916

流動資産合計 2,433,502 2,571,244

固定資産

有形固定資産 69,920 55,563

無形固定資産

ソフトウエア 187,694 188,888

その他 182 190

無形固定資産合計 187,876 189,078

投資その他の資産

投資有価証券 69,557 73,073

その他 256,325 250,680

貸倒引当金 △56,055 △55,953

投資その他の資産合計 269,827 267,800

固定資産合計 527,625 512,443

資産合計 2,961,127 3,083,687

負債の部

流動負債

買掛金 425,226 730,203

未払費用 186,513 133,015

未払法人税等 3,597 4,696

前受金 492,489 365,827

賞与引当金 42,128 82,761

その他 81,490 34,395

流動負債合計 1,231,445 1,350,899

固定負債

退職給付引当金 237,721 236,398

役員退職慰労引当金 17,840 17,840

固定負債合計 255,561 254,238

負債合計 1,487,007 1,605,137

東京日産コンピュータシステム株式会社(3316)　平成23年３月期　第１四半期決算短信

－　5　－



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 867,740 867,740

資本剰余金 447,240 447,240

利益剰余金 164,248 166,593

株主資本合計 1,479,228 1,481,573

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,108 △3,023

評価・換算差額等合計 △5,108 △3,023

純資産合計 1,474,120 1,478,550

負債純資産合計 2,961,127 3,083,687
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 1,323,243 1,731,951

売上原価 1,167,855 1,464,941

売上総利益 155,387 267,010

販売費及び一般管理費 260,234 221,468

営業利益又は営業損失（△） △104,846 45,542

営業外収益

受取利息 184 4

受取配当金 1,424 1,128

その他 14 6

営業外収益合計 1,622 1,139

営業外費用

支払利息 62 45

営業外費用合計 62 45

経常利益又は経常損失（△） △103,285 46,635

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,333 599

特別利益合計 1,333 599

特別損失

固定資産除却損 343 559

特別損失合計 343 559

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△102,296 46,675

法人税、住民税及び事業税 1,042 1,882

法人税等調整額 25,368 15,638

法人税等合計 26,410 17,520

四半期純利益又は四半期純損失（△） △128,707 29,154
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△102,296 46,675

減価償却費 8,060 7,455

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,313 △552

賞与引当金の増減額（△は減少） △56,643 △40,633

退職給付引当金の増減額（△は減少） 511 1,322

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △31,620 －

有形固定資産除却損 343 559

受取利息及び受取配当金 △1,608 △1,132

支払利息 62 45

売上債権の増減額（△は増加） 812,364 639,685

たな卸資産の増減額（△は増加） 26,237 27,068

仕入債務の増減額（△は減少） △468,626 △349,569

その他 △7,449 94,779

小計 178,020 425,705

利息及び配当金の受取額 1,608 1,132

利息の支払額 △62 △45

法人税等の支払額 △79,725 △2,208

営業活動によるキャッシュ・フロー 99,840 424,582

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △522 △13,590

無形固定資産の取得による支出 △11,355 △2,260

有形固定資産の売却による収入 13 －

その他 － △2,771

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,864 △18,622

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △24,635 △25,013

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,635 △25,013

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 63,340 380,945

現金及び現金同等物の期首残高 452,940 654,634

現金及び現金同等物の四半期末残高 516,281 1,035,580
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当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 事業区分 

 
  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)

情報システム
関 連 事 業 

(千円)

人材派遣事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連 結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 1,032,420 290,823 1,323,243 ― 1,323,243

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は振替高

1,640 5,737 7,378 (7,378) ―

計 1,034,061 296,560 1,330,621 (7,378) 1,323,243

営業損失(△) △92,020 △12,825 △104,846 ― △104,846

情報システム関連事業 ソリューションプロバイダー事業、コンピュータ用品販売事業 等

人材派遣事業 労働者派遣事業、有料職業紹介事業 等

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)において、本邦以外の国又

は地域に所在する連結子会社及び在外支店が存在しないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日)において、海外売上高がな

いため、該当事項はありません。
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(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社は情報システム関連のソリューションを顧客に提供し、子会社は人材派遣によるソリューションを

顧客に提供していることから、「情報システム関連事業」及び「人材派遣事業」の２つを報告セグメント

としております。 

「情報システム関連事業」は、コンピュータのハードウェア(コンピュータ用品を含む)、ソフトウェア

及び機器のキッティングに伴う導入支援サービス、保守サービス、データセンター等の事業を行ってお

り、「人材派遣事業」は、労働者派遣、有料職業紹介事業等を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

 
(注) セグメント利益と四半期連結損益計算書の営業利益との差異はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

   該当事項はありません。 

  

  

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)情報システム
関 連 事 業

人材派遣事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,348,317 383,634 1,731,951 － 1,731,951

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,014 5,200 6,215 △6,215 －

計 1,349,331 388,835 1,738,166 △6,215 1,731,951

セグメント利益 38,894 6,648 45,542 － 45,542

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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